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ーランドと安全保障条約、いわゆるアンザス条約（Security Treaty between Australia, New Zealand, and the United 






著な成果を挙げている 1980 年代～1990 年代にかけて政権を担当した、ホーク（Bob Hawke、1983 年～1991 年）及
びキーティング（Paul Keating、1991 年～1996 年）労働党政権に注目し、これらの政権がなぜ核軍縮に関与したの
か、そしてどのような役割を果たすことで、核軍縮分野において成果を生み出したかについて考察する。 
 本論文では、核軍縮分野で顕著な成果をあげた事例として、ホーク労働党政権と南太平洋非核地帯（SPNFZ）条約
形成過程（1983 年～1985 年）、キーティング政権と包括的核実験禁止条約（CTBT）形成過程（1993 年～1996 年）
について取り上げる。この他に、オーストラリアが初めて核軍縮問題についてどのように対応するか公にその姿勢を
求められた事例である、ゴートン（John Grey Gorton）自由・地方党連立政権（1968 年～1971 年）による核不拡散
条約（NPT）署名決定過程（1970 年）についても取り上げ、同国の核軍縮政策を通史的に検討する。 











































― 777 ― 
